
　国立国際医療研究センター病院
（NCGM: National Center for 

Global Health and Medicine）
は、ナショナルセンターの中で唯一
の総合病院として、幅広い症状に対
応した高度医療を展開することで知
られている。同院では、これまでも
さまざまな場面で GS1 標準のバー
コードを活用した院内物流管理の効
率 化 に 取 り 組 ん で き て い る が、
2021 年度、さらなる取り組みとし
て、整形インプラント製品の管理業
務における RFID の活用を試験的
に導入し、効果検証を行っている。

取り組みの背景

　人工関節置換術等で使用される整
形インプラント製品は、サイズや形
状などの細かな違いにより、同じシ
リーズでも品目数が多数に及ぶこと
が一般的である。また、手術前では
なく手術中に、患者に最も適した製
品を選択、使用するため、症例ごと
に実際の使用数よりも多くの物品が
手術室へ持ち込まれ、使用されなか
ったものは術後に返却される、とい
う運用が取られている。同院では従
来、こうした整形インプラント製品
の入荷・返却における検品作業を、
納品業者と SPD 業者 ( 注 ) による目
視で行ってきたが、１症例で数十・
数百もの製品が、一度に何症例分も
入荷・返却される中で、検品の正確
性を担保するためには、熟練したス
タッフが確認作業を行う必要があ
り、大きな負荷となっていた。
（注）院内物流管理業務を行う業者。同院

では当業務を外部業者に委託してい

る。

　一方、整形インプラント製品にお
いては一部のメーカーで、GS1 標
準の方式で GTIN 等のデータが書

き込まれた RFID タグを個々の製
品に貼付し、自社の物流管理業務の
効率化のために活用する動きが出て
きている。そこで、メーカーが貼付
した RFID タグをそのまま活用す
る効率的な検品業務フローの構築が
目指された。

RFID を活用した業務フロー

　試験導入に当たっては、手術室前
の準備エリアにトンネル型の RFID

リーダを設置し（写真 1）、対象製
品の入荷から返却を以下の手順で行
っている（図）。

1) 手術に必要なインプラント製品
は、対象手術ごとにメーカーに
依頼されるが、その際、メーカ
ーから出荷データを事前に受領
し、管理システムにインポート
する（出荷データには各製品の
GTIN、シリアル番号、ロット
番号、有効期限等が記載されて
いる）。

2) 対象製品の入荷時、手術に必要
な整形インプラント製品は折り
畳みコンテナ（以下、オリコン）
にセットされており、これをそ
のまま準備エリアの RFID リー
ダに通し、製品の RFID タグに
エンコードされた GTIN とシリ
アル番号を読み取る。読み取っ
た情報を基に自動的に 1) で受
領した出荷データと突合され、
製品ごとの納品有無がシステム
上で判別できるようになる。全
物品の納品が確認できれば検品
作業終了となる。

3) 手術後、オリコン内の未使用製
品数をカウントした上で、再度
オリコンごとに RFID リーダへ
くぐらせて入荷時のデータと突
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写真 1　 設置されたトンネル型 RFID リーダ

図　同院における整形インプラント製品管理の実証内容（医療材料統合流通研究会ウェブサイトより引用）
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合し、使用された製品を確認す
る。なお術後には手術部の看護
師が、使用した製品の包装上の
RFID タグを読み取ることで、
電子カルテへの実施入力を行っ
ており、この実施入力された記
録とも突合することで、返却漏
れが無いかどうかのダブルチェ
ックもできるようになる。

RFID 導入による効果

　同院では効果検証のため、対象製
品について RFID を活用した業務
フローと従来のフローとの並行運用
を行い、症例ごとに検品作業にかか
る時間や正確性などの比較を行って
いる。結果として作業時間について
は、大多数の症例で削減がみられ、
検品を担当する実務者自身も、業務
負荷が大幅に軽減したと感じてい
る。また、人手で行う作業が簡素化
されることで、熟練者・非熟練者間
で大きな差が無く業務を遂行できる
ことが見込まれる。
　正確性についても、RFID の読み

取り精度は十分に高く、従来の目視
確認によるフローよりもはるかにミ
スは起こりにくいと考えられてい
る。無論、RFID も読み漏れ等のリ
スクが全く無いわけではないが、事
前出荷データの利用、リーダに通す
前の製品数カウントや、バーコード
による実施記録との突合などを行う
ことで、最終的なミスの発生率を限
りなく抑制することができている。
また、リーダに通す際はオリコンの
向きを変えて複数回行う、タグが読
みにくくならないように製品の収納
方法を工夫する（写真 2）等のノウ
ハウも蓄積しつつあり、これらを作
業手順に落とし込むことで読み取り
精度自体のますますの向上も図られ
ている。

今後の展開

　RFID を用いた効果が十分に見込
まれることが明らかになってきたた
め、同院では、現在の対象製品につ
いて、このまま実導入へ移行するこ
とを検討している。また同時に、現

在は１メーカーに限られている対象
製品を、他社製品にも拡大できるよ
う、タグの貼付状況の調査や出荷デ
ータフォーマットの調整を進め、運
用手順を構築していきたいとのこと
である。
　なお、本実証も含めた同院の GS1

標準活用事例については、2022 年
3 月 10 日に開催予定の GS1 ヘルス
ケアジャパン協議会オープンセミナ
ーでも講演いただく予定である。同
院の今後の展開に目が離せない。

（ヘルスケア業界グループ )

写真2　 RFIDタグが貼付された対象製品。
読み漏れを防ぐため、タグ部分が重ならな
いように少しずつずらして輪ゴム留めされ
ている。

2021 年度も GS1 ヘルスケアジャパン協議会主催のオープンセミナーを開催します 
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